
 
・・・・・ 環境問題 ・・・・・ 

校長 村上 雅基 

秋も深まり、職員室前の花梨の木は大きな実を実らせ、校庭の金木犀の花が甘い香りを

漂わせています。朝晩の寒さを感じるようになりました。体調を崩さぬようお気を付けくだ

さい。今年度も１１月８日（金）に「第４９回歌のつどい」、９日（土）に「第４９回歌の

つどい発表会」を行います。各学年、各学級で「歌のつどい」に向けての学習に熱が入っ

ています。「歌のつどい発表会」では、子どもたちが学習の成果を発揮して、精一杯頑張る

姿を見ることができると思います。保護者の皆様、地域の皆様、ぜひご覧ください。発表

会当日は、先日配布した「『第４９回歌のつどい発表会』のご案内」をよくお読みの上ご参

加ください。特に、鑑賞のマナーや約束については、必ずお守りいただき、皆様が気持ち

よく鑑賞できるようご配慮いただけると助かります。皆様のご理解とご協力を心よりお願

い申し上げます。 

 

日本列島を縦断した台風１９号。超大型台風の上陸により、１２日未明から関東地方も暴

風雨の災害に見舞われました。１２日の土曜参観当日は、かなりの雨量、暴風が予想されま

した。また、前日の午前１０時の段階で、交通機関からは１２日の計画運休が次々に発表さ

れました。そのような状況の中では、子どもたちの登下校の安全が保障されないため、暴風

警報発令前に土曜参観は中止といたしました。 

 ９月初旬には台風１５号が上陸、また１０月下旬には台風２１号の影響で、関東地方はそ

のたびに豪雨となり、河川の氾濫も多くありました。この度の大雨、暴風による被害のお見

舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧を心からお祈り致します。 

 

ここ数年、地球温暖化の影響から、日本の各地でこれまでに経験したことのない荒天、自

然災害に見舞われることが増えてきています。環境問題は、われわれ大人だけでなく、将来

を背負う子どもたちへの影響も甚大です。 

 スウェーデンの環境活動家、グレダ トゥーンベリさんの、９月２３日に国連で行われた

温暖化対策サミットでのスピーチ。さまざまな意見も報道されていますが、１６歳という若

さで真剣に環境問題を考え、行動している姿にはとても感心させられます。未来を担う東希

小の子どもたちにも、これからの環境問題について、地球規模で、みんなで考えていく力を

育んでいきたいと思います。 

令和元年10月31日 

横浜市立東希望が丘小学校 学校だより 

東希小だより１１月号 

「咲こう 輝こう マーガレットのように」 



 

 

                    

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生が取り組んでいる米作りは無事に稲刈りを終え
ました。豊作です！これから脱穀、精米へと続きます。 

10月 10日は目の愛護デーでした。
保健室前には、楽しみながら目を大切
にするメッセージがたくさん！ 

２年生の学年
集会はダンス三
昧！１組は「森
のくまさん」２
組は「ホーキー
ポーキー」３組
は「パプリカ」
をそれぞれリー
ドしました。 

５年生の家庭科には栄養職員も入っ
て専門性を高めます。効果的なティー
ムティーチングの実践場面です。 

６年生の国際理解教室。日本
とフランスの違いを講師の話や
たくさんのイラストで実感中！ 

１年生の劇「おおきなかぶ」。
発表会は大成功！表現力ばっち
りで、みんな楽しそう！ 

３年生の「かいこの学習発表会」。土曜参観で発表することができませんでしたが、たくさんの学び
とたくさんの準備を重ねてきました。発表の仕方も様々で、とても充実していました。 

４年生の図工では彫刻刀
を使った木版画が始まりま
す。ちょっとドキドキ…。 

５組・６組の外国語
活動（研究授業）。先生
たちがたくさんいても
子供たちは「color」の
ゲームに夢中！ 

東希の風景 「10 月」  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はまっこ交通安全教室。校庭
には信号機や横断歩道、自動車
までが設置され、体験を伴う学
習がおこなわれました。 

東希小のボランティア活動拠点 

「東希きょうどう隊」がスタートします！ 

「東希きょうどう隊」って何ですか？ 

 横浜市では「地域学校協働本部」と呼ばれています。「東希きょうどう隊」は東希小
のオリジナルネームです。 
 「東希きょうどう隊」は子どもたちの学びを助ける学習ボランティアの拠点です。 
今後「東希きょうどう隊」からボランティアの内容や募集などが発信されます。 

なぜ今になってボランティアの拠点をつくって、活動を始めるのですか？ 

学校は保護者（地域）の方々にたくさん来校していただき、子どもたちの学習を間
近で見てほしい、そして子どもたちの学習を支援してほしいと願っています。 
また、横浜市では 2022 年までに市立学校すべてに「地域学校協働本部」を設立す

るという目標を立てています。 

どのようなボランティア活動をするのですか？ 

家庭科の裁縫やミシン学習の補助、学区探検など校外学習の見守り、清掃活動の補
助など、様々な活動を想定しています。また、「本の読み聞かせをやらせてほしい」
「花壇の整備をしたい」という要望もいただいています。 

今後「東希きょうどう隊」から各種案内が発信されます。みなさまのご参加、おまちしております！ 

７月から 10 月初旬にかけて、高学年児童の保護者を対象に家庭科ボランティア
を募集しました。高学年６学級（計 21 時間）の授業に参加してくださったボラン
ティアの人数は、のべ 82名にものぼりました。 
 
                  また、数名の保護者の方が学校で保管 

しているスポフェス用青色帽子 200個の 
ゴム紐を修繕してくださいました。 
皆様の学校への参画は、少しずつ始ま 

っています。 

「東希きょうどう隊」には学校と保護者（地域）の思いをつなぎ、協働の体制を整えるため、資格をも

った「学校・地域コーディネーター」がいらっしゃいます（家田 PTA会長が引き受けてくださいました）。

詳細を知りたい方はお気軽に家田コーディネーターか副校長（℡364-8282）にお問い合わせください。 

参加したいけれど、可能な日時が限られてしまう場合はどうすればいいですか？ 

大丈夫です！１回だけでも、お子さんの学年でなくても、可能な日時であればぜひ
ご参加ください。 



 


